■移行措置期間の年間指導計画（案）
第3学年【平成21・22年度共通】

※ [追]～～～ は追加内容，[省]～～～は省略内容を示しています。
※「配当時数」には，「ゆとりの時間」を含まない時数を示しています。
※「8→9」は，平成20年度まで8時間配当であったものが，平成21年度では9時間配当になったことを示しています。
	月
	単　元
	配当時数

	4月

(7.5)

5月

(7.5)

6月

(10)

7月

(7)

9月

(7.5)

10月

(10)

11月

(10)

12月

(5.5)
	[追]しぜんのかんさつ
	2→4

	
	１　たねをまこう
	5

	
	２　チョウをそだてよう
	9

	
	 植物のつくりとそだち
	3

	
	[追]風やゴムのはたらき
	0→7

	
	 じゆうけんきゅう 出かけようしぜんの中へ
	4

	
	 こん虫をさがそう
	3→4

	
	[追]こん虫のくらし　　　　　〈1時間〉
	

	
	 植物の一生
	3

	
	３　かげのでき方と太陽の光
	6

	
	４　あたたかさと太陽の光
	7

	
	 わたしたちのくらしと日光
	1

	
	５　電気であかりをつけよう
	6

	1月

(7.5)

2月

(10)

3月

(7.5)
	６　じしゃくのふしぎをさぐろう
	9

	
	[追]ものと重さ
	0→7

	
	 ようこそおもちゃランドへ
	3

	
	配当時数合計
	61→78

	
	ゆとり
	 9→12

	
	年間授業時数
	70→90


（月の(　)は，その月の授業時数。）

（2学期制では，9月を10時間，10月を7.5時間とする。）


・「生き物たんけんにしゅっぱつだ！」から再編します。

・「風やゴムのはたらき」が追加になります。

・「こん虫をさがそう」にも，「しぜんのかんさつ」に関する内容を配当しています。

・「ものと重さ」が追加になります。

第4学年【平成21・22年度共通】

※ [追]～～～ は追加内容，[省]～～～は省略内容を示しています。
※「配当時数」には，「ゆとりの時間」を含まない時数を示しています。
※「8→9」は，平成20年度まで8時間配当であったものが，平成21年度では9時間配当になったことを示しています。

	月
	単　元
	配当時数

	4月

(9) 

5月

(9)

6月

(12)

7月

(6)

9月

(9)

10月

(12)

11月

(12)

12月

(7)
	 生き物のくらしを感じよう
	2

	
	１　春のしぜん
	8

	
	２　電気のはたらき
	9

	
	 電池工場に行ってきたよ
	0

	
	[追]１日の気温の変化
	0→5

	
	 夏のしぜん
	3

	
	夜空を見よう
	2

	
	自由研究 出かけよう科学の世界へ
	4

	
	３　月や星
	6

	
	 もっとうちゅうを知りたい！
	0

	
	４　空気や水をとじこめると
	5

	
	[追]ヒトの体のつくりと運動
	0→5

	
	 秋のしぜん
	3

	
	 みんなで使う理科室
	3

	
	５　ものの温度とかさ
	8

	
	 冬の夜空
	2

	1月

(9)

2月

(12)

3月

(8) 
	冬のしぜん
	3

	
	生き物新聞 冬ごしとく集号
	0

	
	６　もののあたたまり方
	7

	
	７　水のすがた
	9→10

	
	[追]氷になるときの体積の変化〈1時間〉
	

	
	 生き物の1年間
	2

	
	配当時数合計
	76→87

	
	ゆとり
	14→18

	
	年間授業時数
	90→105


（月の（　）は，その月の授業時数。）
（2学期制では，9月を12時間，10月を9時間とする。）


・「1日の気温の変化」は，学年移動により，第4学年で学習します。
・「ヒトの体のつくりと運動」が追加になります。
・「水のすがた」では，「氷になるときの体積の変化」が追加になります。

第5学年【平成21年度】

※ [追]～～～ は追加内容，[省]～～～は省略内容を示しています。下線は平成22年度と異なる部分です。
※「配当時数」には，「ゆとりの時間」を含まない時数を示しています。
※「8→9」は，平成20年度まで8時間配当であったものが，平成21年度では9時間配当になったことを示しています。

	月
	単　元
	配当時数

	4月

(9)

5月

(9)

6月

(12)

7月

(7)

9月

(9)
10月

(12)

11月

(12)

12月(7)


	受けつがれる生命
	2

	
	１　植物の発芽と成長
	11

	
	２　動物のたんじょう

→メダカのたんじょう
	8→9

	
	[省]（課題選択廃止）　　　　〈1時間〉
	

	
	[追]水中の小さな生物　　　　〈2時間〉
	

	
	３　花から実へ
	8

	
	いろいろな花の花粉
	2

	
	自由研究 広げよう科学の世界を
	4

	
	[追]（選択から必修に）

２　動物のたんじょう

→ヒトのたんじょう
	0→7

	
	 台風と気象情報
	2

	
	４　わたしたちの気象台

（1日の気温の変化を含む）
	9

	
	[省]５　てんびんとてこ
	8→0

	
	６　流れる水のはたらき
	9

	
	８　おもりが動くとき
→おもりをふったとき
	9→7

	
	[省]（課題選択廃止）　　　　〈2時間〉
	

	
	[省]→おもりを当てたとき
	

	1月

(9)

2月

(12)

3月

(7) 
	７　もののとけ方
	13

	
	水よう液のふしぎをさぐる
	0

	
	[追]電磁石のはたらき
	0→10

	
	配当時数合計
	85→93

	
	ゆとり
	10→12

	
	年間授業時数
	95→105


（月の（　）は，その月の授業時数。）

（2学期制では，9月を12時間，10月を9時間とする。）



・「動物のたんじょう」は，課題選択廃止により，メダカとヒトの両方を学習します。そこで，まず5～6月には，学習適期の「メダカのたんじょう」を配当しています。
・「メダカのたんじょう」では，「水中の小さな生物」が追加になります。
・「動物のたんじょう」のうち「ヒトのたんじょう」は，9月に配当しています。「メダカのたんじょう」や「花から実へ」の学習を振り返ってまとめることもできます。
・平成21年度の第5学年では，「１日の気温の変化」を省略しません。（平成20年度に第4学年で学習していないため。）

・「雲と天気の変化」「川の上流・下流と川原の石」は，平成21年度には，まだ追加しません。
・「てんびんとてこ」は，学年移動により第6学年で学習するため，第5学年では省略します。
・「おもりが動くとき」は，課題選択廃止および「おもりを当てたとき」の省略（中学校への移行統合）により，「おもりをふったとき」のみを学習します。
・「電磁石のはたらき」は，学年移動により，第5学年で学習します。



第6学年【平成21年度】

※ [追]～～～ は追加内容，[省]～～～は省略内容を示しています。下線は平成22年度と異なる部分です。
※「配当時数」には，「ゆとりの時間」を含まない時数を示しています。
※「8→9」は，平成20年度まで8時間配当であったものが，平成21年度では9時間配当になったことを示しています。

	月
	単　元
	配当時数

	4月

(9)

5月

(9)

6月

(12)

7月

(8)

9月

(9)

10月

(12)

11月

(12)

12月(6)
	わたしたちの地球
	2

	
	１　ものが燃えるとき
	9

	
	２　ヒトや動物の体
	 9→10

	
	[追]かん臓とじん臓　　　　　〈1時間〉
	

	
	３　生物とかんきょう
	10→13

	
	[追]｢食べる･食べられる｣の関係〈1時間〉
	

	
	　[追]植物の水の通り道　　　　〈2時間〉
	

	
	自然を守る取り組み
	1

	
	 自由研究 広げよう科学の世界を
	4

	
	４　水よう液の性質
	11

	
	[追]月と太陽
	0→5

	
	５　大地をさぐる
	12

	
	６　大地の変化

→火山活動による変化

→地しんによる変化
	5→5

	
	[省]（課題選択廃止）　　　　　〈1時間〉
	

	
	 自然災害に備えよう
	0

	1月

(9)

2月(12)

3月(7)
	７　電磁石のはたらき
	10→12

	
	　[追]電流による発熱　　　　　〈2時間〉
	

	
	 通信の変化とわたしたちの生活
	0

	
	８　自然とともに生きる
	6

	
	 希望をもって未来へ
	1

	
	配当時数合計
	80→91 

	
	ゆとり
	15→14

	
	年間授業時数
	95→105


（月の（　）は，その月の授業時数。）

（2学期制では，9月を12時間，10月を9時間とする。）



・「ヒトや動物の体」では，「かん臓とじん臓」が追加になります。

・「生物とかんきょう」では，「『食べる・食べられる』の関係」「植物の水の通り道」が追加になります。

・「月と太陽」が追加になります。

・「大地の変化」は，課題選択廃止により，火山活動と地震の両方を学習します。

・平成21年度の第6学年では，「電磁石のはたらき」を省略しません。（平成20年度に第5学年で学習していないため。）
・「電流による発熱」は，平成21年度から第6学年に追加します。「発電と電気の利用（発熱以外の内容）」は，平成21年度には，まだ追加しません。

・平成21年度の第6学年では，「てこの規則性」を追加しません。（平成20年度に第5学年で学習済のため。）

第5学年【平成22年度】

※ [追]～～～ は追加内容，[省]～～～は省略内容を示しています。下線は平成21年度と異なる部分です。
※「配当時数」には，「ゆとりの時間」を含まない時数を示しています。
※「8→9」は，平成20年度まで8時間配当であったものが，平成22年度では9時間配当になったことを示しています。

	月
	単　元
	配当時数

	4月

(9)

5月

(9)

6月

(12)

7月

(7)

9月

(9)

10月

(12)

11月

(12)

12月(7)


	受けつがれる生命
	2

	
	１　植物の発芽と成長
	11

	
	２　動物のたんじょう

→メダカのたんじょう
	8→9

	
	[省]（課題選択廃止）　　　　〈1時間〉
	

	
	[追]水中の小さな生物　　　　〈2時間〉
	

	
	３　花から実へ
	8

	
	いろいろな花の花粉
	2

	
	自由研究 広げよう科学の世界を
	4

	
	[追]（選択から必修に）

２　動物のたんじょう

→ヒトのたんじょう
	0→7

	
	台風と気象情報
	2

	
	４　わたしたちの気象台
	9→9

	
	[省] １日の気温の変化 　　　〈4時間〉
	

	
	[追]雲と天気の変化　　　　　〈4時間〉
	

	
	[省]５　てんびんとてこ
	8→0

	
	６　流れる水のはたらき
	9→10

	
	[追]川の上流･下流と川原の石 〈1時間〉
	

	
	８　おもりが動くとき
→おもりをふったとき
	9→7

	
	[省]（課題選択廃止）　　　　〈2時間〉
	

	
	[省]→おもりを当てたとき
	

	1月

(9)

2月

(12)

3月(7)
	７　もののとけ方
	13

	
	水よう液のふしぎをさぐる
	0

	
	[追]電磁石のはたらき
	0→10

	
	配当時数合計
	85→94

	
	ゆとり
	10→11

	
	年間授業時数
	95→105


（月の（　）は，その月の授業時数。）

（2学期制では，9月を12時間，10月を9時間とする。）



・「動物のたんじょう」は，課題選択廃止により，メダカとヒトの両方を学習します。そこで，まず5～6月には，学習適期の「メダカのたんじょう」を配当しています。
・「メダカのたんじょう」では，「水中の小さな生物」が追加になります。
・「動物のたんじょう」のうち「ヒトのたんじょう」は，9月に配当しています。「メダカのたんじょう」や「花から実へ」の学習を振り返ってまとめることもできます。
・平成22年度の第5学年では，「１日の気温の変化」を省略します。（平成21年度に第4学年で学習済のため。）
・「雲と天気の変化」「川の上流・下流と川原の石」は，平成22年度から第5学年に追加します。
・「てんびんとてこ」は，学年移動により第6学年で学習するため，第5学年では省略します。
・「おもりが動くとき」は，課題選択廃止および「おもりを当てたとき」の省略（中学校への移行統合）により，「おもりをふったとき」のみを学習します。
・「電磁石のはたらき」は，学年移動により，第5学年で学習します。
第6学年【平成22年度】

※ [追]～～～ は追加内容，[省]～～～は省略内容を示しています。下線は平成21年度と異なる部分です。
※「配当時数」には，「ゆとりの時間」を含まない時数を示しています。
※「8→9」は，平成20年度まで8時間配当であったものが，平成22年度では9時間配当になったことを示しています。

	月
	単　元
	配当時数

	4月

(9)

5月

(9)

6月

(12)

7月

(8)

9月

(9)

10月

(12)

11月

(12)

12月(6)
	わたしたちの地球
	2

	
	１　ものが燃えるとき
	9

	
	２　ヒトや動物の体
	9→10

	
	[追]かん臓とじん臓　　　　　〈1時間〉
	

	
	３　生物とかんきょう
	10→13

	
	[追]｢食べる･食べられる｣の関係〈1時間〉
	

	
	　[追]植物の水の通り道　　　　〈2時間〉
	

	
	自然を守る取り組み
	1

	
	 自由研究 広げよう科学の世界を
	4

	
	４　水よう液の性質
	11

	
	[追]月と太陽
	0→5

	
	５　大地をさぐる
	12

	
	６　大地の変化

→火山活動による変化

→地しんによる変化
	5→5

	
	[省]（課題選択廃止）　　　　　〈1時間〉
	

	
	 自然災害に備えよう
	0

	1月

(9)

2月(12)

3月(7)
	[省]７　電磁石のはたらき
	10→0

	
	[省]通信の変化とわたしたちの生活
	0→0

	
	[追]てこの規則性
	0→9

	
	[追]発電と電気の利用
	0→11

	
	８　自然とともに生きる
	6

	
	 希望をもって未来へ
	1

	
	配当時数合計
	80→99

	
	ゆとり
	15→6

	
	年間授業時数
	95→105


（月の（　）は，その月の授業時数。）

（2学期制では，9月を12時間，10月を9時間とする。）

・「ヒトや動物の体」では，「かん臓とじん臓」が追加になります。

・「生物とかんきょう」では，「『食べる・食べられる』の関係」「植物の水の通り道」が追加になります。

・「月と太陽」が追加になります。

・「大地の変化」は，課題選択廃止により，火山活動と地震の両方を学習します。

・平成22年度の第6学年では，「電磁石のはたらき」を省略します。（平成21年度に第5学年で学習済のため。）

・「通信の変化とわたしたちの生活」は，平成22年度から省略します。

・「てこの規則性」は，平成22年度から，一部追加と学年移動により，第6学年で学習します。

・「発電と電気の利用」は，平成22年度から第6学年に追加します。（平成21年度から追加になった「電流による発熱」も含まれます。）
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